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主にある諸教会の皆様

教会のかしらにいます主イエス・キリストの御名をあがめます。

　暑い日が続いておりますが、諸教会におかれましては日々の宣教の業にお励みのことと存じます。また、被災された諸教会の皆様には、主にあって改めて御見舞申し上げます。
　私共仙台キリスト連合は、３月11日の震災当日に天に召された世話人の一人ラシャペル神父の通夜式をきっかけに、被災支援ネットワーク（東北ヘルプ）を立ち上げました。以後、毎週の会合を重ねる中で、被災諸教会（とりわけ沿岸部の諸教会）の再建を願い支援活動を続けてまいりました。国内外から寄せられた祈りのこもった義援金をお届けしたり、多くの教会やNGOの御協力をいただきながら、被災地への直接支援に関わる様々なプロジェクトも行うことができました。これまでの皆様方の御支援・御祷援に対し、改めて心よりの感謝を申し上げます。私たち小さな東北の諸教会がこの難局にあたり共に労することができますことは、多くの悲しみや苦しみにもかかわらず、主から私たちに与えられた大きな喜びであり特権であると感謝しております。
　さて、私共の働きに関しましては、これまでも随時ホームページ上で議事録を公開してお知らせしてまいりましたが、この機会に現状の報告を書面で簡単にさせていただこうと思いました。主の不思議な導きの中、様々な試行錯誤を重ねながら現在被災支援ネットワークが携わっている働きは、次の４つです。

1． 義捐金の配分

　当初から口座を開設して始められた義捐金の募集は、現在もたくさんの尊い義捐金が寄せられています（7/20現在、義捐金のみで50,503,355円）。津波で会堂を喪失した教会等いくつかの被災教会にはすでに御見舞金をお渡ししましたが、さらに3千万円を被災教会のために、1千万円を被災信徒に配分することを決め、個々の教会と連絡を取りながら実行に移しているところです。
2． 姉妹教会プロジェクト

　　短期の緊急支援が主として物質的な支援だとすれば、これからの長期にわたる支援は物心両面にわたる極め細やかな配慮を必要とする支援になります。私たち東北にある教会間の交わりもさることながら、非被災地（とりわけ首都圏）の心ある諸教会との姉妹教会関係を築くことは小さな教会の復興再建にとって重要と判断し、現在その可能性を探っています。今後の東北における宣教と教会形成の新しいあり方として、豊かな実が結ばれることを願っています。
3． グランドハウス・プロジェクト

　避難所から仮設住宅等に移った被災者の方々への物心両面にわたる継続的ケアの拠点として「グランドハウス」を設置・運営するプロジェクトを考えています。そのテストケースとして、現在、仙台市若林区東通にある仮設住宅でのサービスを開始しました。住人の方々からの要望が多かった夜間警備・お弁当の提供・子供への教育支援等のサービスを、とりあえず2か月の予定で提供します。
4． 「弔い」プロジェクト　（別紙参照）
　
　以上のようなプロジェクトを進めるために、理事会・事務局・各プロジェクト担当者間の体制を整えつつあります。ここまで導かれてきたことが主の憐みであり導きであったように、これから先のことも主の御手にゆだねつつ、一歩一歩歩んでまいりたいと思っています。とりわけ、福島の原発被災教会と被災者のための働きは最も差し迫った課題の一つです。

私たちにできることは限られていますが、今後とも皆様のお祈りと御協力を賜りながら、私たちの小さな働きが幾ばくかでも被災教会と被災地の方々のお役に立てることを心より願っています。そのためにも皆様からの忌憚のない御意見や情報をお寄せいただければ、真に幸いに存じます。
　皆様の上に変わらない主の恵みがこの夏も豊かに注がれますように。
主の２０１１年７月２２日
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☆仙台キリスト教連合被災支援ネットワーク

　　連絡先： 080-1808-4517（事務局：川上）

　 ホームページ： http://tohokuhelp.com/  (“東北ヘルプ”で検索)
☆今後の集会予定

　8月14日(日)　８・１５平和を求めるキリスト者祈祷集会（別紙案内）

　9月　1日(木)　東北ヘルプ定例会（於：エマオ）※８月の定例会はお休みです。
　9月11日(日)　追悼礼拝（東北ヘルプ共催）

　11月3日(木)　日韓信仰復興集会（東北ヘルプ共催）　　

　「弔い」プロジェクトのご案内とお願い
今回の震災で１万５千人以上の方が亡くなり、いまだ５千人以上の方々が不明のままです。ご遺族の中には震災後の混乱のなかで未だ葬儀を行うことができない方、行方不明のまま葬儀をしなければならない方、遺骨はあるが寺や墓が流され納骨がままならない方がおられます。私たちはキリスト教会として、葬儀の実施と納骨堂の提供を通して、ご家族の痛みに寄り添う働きをしてゆきたいと願い、弔いのプロジェクトを立ち上げました。ご要望があったご遺族に、葬儀、納骨式、納骨堂の提供を行う支援です。
この支援の特徴の一つは、納骨を一時的でも永代でも選んでいただける点です。将来お墓の建立、お寺の再建など移動の希望があるときには納骨堂から移していただくことができます。ご遺族が負担される費用は、葬儀１万円、納骨料１万円（永代の場合も）で、葬儀の際の実費（お花など）はご負担いただくことになります。奉仕者は基本的にボランティアを募り、交通費など実費を東北ヘルプから支出いたします。支援の詳しい内容につきましては同封のチラシをご覧下さい。
この支援については５月下旬に河北新報夕刊でお知らせしましたが、さらに多くの方々にお知らせしたいと願っております。チラシを同封させていただきました。お心あたりのある方にこの支援をお伝えいただきたく、皆さまのご協力をお願いいたします。
何かご不明な点、ご質問がありましたら事務局（080-1808-4517）までご連絡下さい。どうぞよろしくお願いいたします。
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